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（博士論文審査の結果の要旨） 

 

本論文は織物の吸水特性の予測を目指し、織物のたて、よこ糸の交錯状態を再現した糸の吸水

性能に関する影響要因の検討に関するものである。 

第 1 章では繊維製品の吸水に関する用語の定義や、繊維、糸、生地の吸水に関する先行研究に

ついて記し、研究の背景や、本研究の目的と論文の構成についてまとめている。研究背景として、

繊維製品の吸水性は繊維製品の快適性に大きく影響しているが、その吸水性を評価するためには

製品（特に布地）が作製しなければ評価できない現状について論じている。布地が糸から構成さ

れたネットワークとみなして交錯している糸から吸水性の予測をできないかという視点か独自性

がある。 

第 2 章では糸や布地の吸水に関する計測方法をまとめている。布地に関してバイレック法や滴

下法、センサー法などをまとめている。糸の吸水性の計測方法について抵抗変化法やバイレック

法などの方法をまとめている。 

第 3 章では繊度の異なる 6 種類のシルクフィラメント糸を用いて、バイレック法に基づいた自

作の装置で交錯なしの単糸の 10 分間吸水実験と交錯状態でのたて糸、よこ糸の 10 分間の吸水実

験を行い、単糸と交錯状態のたて、よこ糸の吸水長さには線形的な関係を有する結果を示してい

る。この結果から、10分間吸水後、単糸から交錯状態のたて、よこ糸の吸水長さを予測できるこ

とが示唆された。また、繊維の面積や繊維間の空隙が単糸の吸水に大きく影響していることを明

らかにしている。 

第 4章では第 3章をベースに、異なる撚り数や繊度の 13種類のシルクフィラメント糸を用いて

吸水実験を行い、撚り数の影響を検討している。また、測定開始時刻から交錯点までのたて、よ

こ糸における水移動時間を調べ、よこ糸への移動時間がたて糸より長いことを示した。これは、

糸の撚り数と交錯面積が影響することを明らかにした。これによって交錯糸の吸水長さの予測や

水の移動時間の影響要因を明らかにした点で、学術的意義に加えて布地の設計上にも参考できる

と言える。 

第 5章では本論文を総括している。 

本論文は、シルクフィラメント糸を用いて織物におけるたて、よこ糸の交錯状態を再現し、糸

の繊度、撚り数、交錯面積が単糸や交錯状態の糸の吸水特性に及ぼす影響を明らかに示したもの

であり、織物の吸水モデルを予測するためのパラメータの検討や基礎的なデータを取得した点で

も学術的な意義がある。以上のことから、本論文は学位論文として十分に認められるものと判断

した。 
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